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回次 第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

【ご参考】
第期

平成年月日～
平成年月日

売上高（千円）    

営業利益（千円）    

営業利益率（％）    

経常利益（千円）    
親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益（千円）    

株当たり四半期（当期）純利益
（円）    

業績ハイライト

各販路で販売が好調であったことに加え、原価低減の取り組みが奏功した
こと、為替の円高傾向が持続したこと、中国向けの売上が想定より前倒し
で計上されたことなどにより、売上・利益ともに前年同四半期を大きく上回り
ました。
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【ご参考】直前期までの通期の実績との比較

回次 第期
平成年月日～
平成年月日

第期
平成年月日～
平成年月日

第期
平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

売上高（千円）    

営業利益（千円）    

営業利益率（％）    

経常利益（千円）    
親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益（千円）    

株当たり四半期（当期）純利益
（円）    
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財務ハイライト

在庫は直前期の期末の水準を維持。手許資金が増加していますが、第３四
半期以降に計画しているブランド認知のための大型の広告投資や直販ＥＣ
システム入れ替え、新製品の研究開発、海外展開などに充てる予定です。

回次 第期
第四半期

平成年月日

第期
第四半期

平成年月日

第期
第四半期

平成年月日

【ご参考】
第期

平成年月日

総資産（千円）    

純資産（千円）    

自己資本比率（％）    

現預金（千円）    

売上債権（千円）    

棚卸資産（千円）    

仕入債務（千円）    

有利子負債（千円）    
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セグメント別売上

※その他には、先端電子部門、海外戦略部門、YA‐MAN U.S.Aなどが含まれます。

通販部門・店販部門は前年同四半期を上回る売上となり、直販部門も
堅調を維持。また、海外売上（主に中国本土）が大きく伸長しました。

回次 第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

【ご参考】
第期

平成年月日～
平成年月日

通販部門（千円）    

店販部門（千円）    

直販部門（千円）    

その他（千円）    

合計（千円）    
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※その他には、先端電子部門、海外戦略部門、YA‐MAN U.S.Aなどが含まれます。

【ご参考】直前期までの通期の実績との比較

回次 第期
平成年月日～
平成年月日

第期
平成年月日～
平成年月日

第期
平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

通販部門（千円）    

店販部門（千円）    

直販部門（千円）    

その他（千円）    

合計（千円）    
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売上構成

当第２四半期の売上の構成は、自社開発製品及び自社企画製造委
託品が％、化粧品が％、その他が％。
自社開発製品及び自社企画製造委託品の中でも、ＲＦボーテシリー
ズが特に好調で、売上を牽引しました。
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自社開発製品
自社企画製造委託品

77％

化粧品
16％

その他
7％

ＲＦボーテシリーズ
アセチノシリーズ
レイボーテシリーズ
など

オンリーミネラル
など



平成年８月、東京・銀座のキラリトギンザに直営店を
出店いたしました。

平成年８月日（土）、銀座中央通りのランドマーク「キラリトギンザ」に直
営店を新規出店いたしました。

直営店では、当社が扱う美容機器の中で最もハイスペックな技術を搭載し
たエステティックサロン専売シリーズ「ヤーマンプロフェッショナル」を中心に、
既存店舗では販売していない製品も展開しているほか、丁寧なカウンセリン
グに基づき、お客様からのご要望やお肌のコンディション、ライフスタイルに合
わせた効果的なトリートメント方法を、オーダーメードでご提案しております。

住 所：東京都中央区銀座一丁目８ キラリトギンザ階
電話番号：
営業時間：～ （キラリトギンザの営業時間に準ずる）

第４３期上半期のトピックス①
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平成年９月、中国本土への上陸1周年を迎えました。
当社は、平成年９月に、販売代理店を通じて中国本土へ正式に進出し、

同年月には中国最大の越境ＥＣサイトであるＴ-mall（※１）に旗艦店をオー
プンいたしました。 Ｔ-mallでは、出店以来順調に売上を伸長させ、平成
年８月以降、美顔器カテゴリにおいて販売実績第１位（中国・GFK調べ）を獲
得しております。

また、平成年月日の「独身の日」（インターネット通販各社が大規模
な割引セールを行う、国民的イベントとして知られる日）のイベントでは、Ｔ-
mallの美顔器部門（※２）における販売実績第１位を獲得し、同時に、取扱製
品が美容家電のみであるにもかかわらず、パーソナルケア部門（※３）におい
ても販売実績第２位を獲得しております。
（※１）Ｔ-mallとは、アリババグループにより年に設立された、中国で最もアクセス数が多い総合オンラインショッ
ピングモールで、多くの有名メーカーがＴ-mall上でオフィシャルオンラインショップを運営しています。
（※２）美顔器部門：美顔器、美容ローラー、ボディケア美容器、脱毛器、スチーマー等を含む。
（※３）パーソナルケア部門：美顔器部門に加え、ヘアドライヤー、電動歯ブラシ、シェーバー、マッサージ器、血圧計、
活動量計等を含む。

第４３期上半期のトピックス②
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企業ＣＭを放映いたしました。
イメージモデルを一新し、平成年４月末から継続的に、地上波ＴＶ・交通

広告などの媒体で企業ＣＭを放映いたしました。

下半期以降も、個別の製品の広告宣伝に加え、企業全体の認知やイメージ
アップにも注力していく計画です。

第４３期上半期のトピックス③
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上半期においては、コスト削減・社内体制の整備といっ
た取り組みが奏功しましたが、これらを第３四半期以降
も継続し、足元の体質強化に努めます。

ヤーマンブランドの浸透を図るため、個別の製商品に
対する広告宣伝に加え、ブランドを俯瞰した広告宣伝
に一定金額を投資する計画です。

当社の最大の強みは、自社開発によりお客様のニーズ
にきめ細かく応えることができるところにあります。デザ
インを含めた研究開発活動についても積極的に経営資
源を投下し、次のヒット商品につなげてまいります。

第４３期第３四半期以降の取り組み
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業績予想

上半期の業績を鑑み、平成年８月日に公表した通期の業績予想
を、平成年月日付で上方修正開示しております。
前期実績に対し、売上は＋％、営業利益は＋％、経常利益
は＋％、親会社株主に帰属する当期純利益は＋％となる
見込みです。
なお、配当につきましては、通期の利益水準を見極めながら、検討し
てまいる所存です。

回次 第期
（実績）

平成年月日～
平成年月日

第期
（実績）

平成年月日～
平成年月日

第期
（実績）

平成年月日～
平成年月日

第期
（予想）

平成年月日～
平成年月日

売上高（千円）    

営業利益（千円）    

経常利益（千円）    

親会社株主に帰属する当期純
利益（千円）    

株当たり当期純利益（円）    
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 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当
社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の
前提に基づいており、実際の業績等については、様々な要因によ
り大きく異なる可能性があります。

 本資料は皆様への情報提供を目的としており、投資を勧誘するも
のではありません。

 本資料のご利用にあたっては、利用者の責任によるものとし、情報
の誤りや瑕疵、目標数値の変更、その他本資料のご利用の結果
生じたいかなる損害についても、当社はその責を負いかねますの
でご了承ください。
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